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CMTとはCold Metal Transferの略称。基本的に
は従来の溶接機と同じｱｰｸ溶接ですが、特殊なワイ
ヤ送給制御により溶融プールを強制的に冷却するこ
とが特徴です。この制御を繰り返すことにより、溶
融速度と溶接品質の向上を同時に実現することがで
きます。

（CMT溶接機の特徴）
○従来のアーク溶接機（MIG溶接機）と比較して
入熱量をほぼ半減することが可能！

○溶接スピードはMIG溶接機の2倍！
○スパッタを極限まで低減！

CMTなら、こんなこともできます！

アルミ薄板の溶接（板厚0.3mm）アルミとステンレスの突合せ溶接

（上がSUS、下がAL）

CMT溶接機のワイヤ制御 模式図
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